
二俣地区人・農地プラン

作成年月日

１　対象地区の現状

　①地区内の耕地面積 498.4 ha

　②地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 田 415.4 ha

畑 34.8 ha

計 450.2 ha

　③地区内における75才以上の農業者の耕作面積の合計 田 58.9 ha

畑 8.6 ha

計 67.5 ha

　　　ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 - ha

　　　ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 田 56.6 ha

畑 6.6 ha

　④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 田 332.9 ha

畑 - ha

２　対象地区の課題

３　対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

　・現状維持。

　・優良な農地を守るため、農地の区画整理や農道、水路などの整備を進める。

　・農業生産環境の維持と都市的生活環境の整備をバランスよく進める 。

　・優良な農地を守るため、農用地区域の指定が不可欠。

４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針

市町村名 対象地区 直近の更新年月日

石巻市

【二俣地区】
北境集落・梨木集落・東福田集落・大土集落・大
森集落・辻堂集落・三輪田上集落・三輪田中集
落・三輪田下集落

平成２４年３月 平成３０年２月

①農地・施設の貸付け等の意向
　・圃場整備待ち。
　・農業はやりたい人がやる。高齢者の農地を貸す、売るなど活用して農業を継続してほしい。

②中心経営体の方針
　・地域によっては高齢化により集落営農組織の存続が困難となることが予想され、対応、対策の検討が必要と思われる。

③農地中間管理機構の活用方針
　・後継者も農業以外の仕事をしている人が多いので、賃貸借契約だけでなく、売却の斡旋にも協力を願いたい。

④作物生産に関する取組方針
　・地域の生活雑排水と農業排水路が分離しておらず、排水状態が悪いので、改良が必要。

⑤災害対策への取組方針
　・鹿、イノシシ、特にカモシカ等の被害が多く、これらを、駆除を、特におねがいしたい。

①経済的問題

・農業所得の減少

・農機具の購入(更新）が困難
（農業用機械の故障・老朽化）

・生産コストがかかりすぎている

・資金不足

②人材的問題

・後継者問題

・働き手の高齢化、労働力不足

・農作業の引き受け手がいない
・農地を借りる人がいない

③環境的問題

・鹿などによる被害が深刻

・農業用水の確保や用排水路、

農道の整備

・転作など

（適当な転作作物がない）

・農地が狭い
（傾斜地・排水不良等で土地条件が悪い）


